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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当社（連結子会社を含む）は、将来の大きな飛躍に向け、財務健全性を確保しつつ、既存事業・プロジェクト

の強化、当社の強みを生かすことのできる新規領域への積極的進出や成長領域への重点投資を実施し、収益性、

効率性双方の向上の実現を目指した、平成27年度を初年度とする中期３か年経営計画「ＳＴＥＰ ＴＯ ＴＨＥ Ｎ

ＥＸＴ ＳＴＡＧＥ」を推進しております。

当第２四半期連結累計期間の営業収益は、当社の不動産販売業が堅調に推移したことなどにより、5,653億４百

万円（前年同期比3.1％増）、営業利益は、514億５千３百万円（同15.8％増）となりました。経常利益は、持分

法による投資利益が増加したことなどにより、516億１千４百万円（同17.7％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は、369億５千９百万円（同7.8％増）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりであり、各セグメントの営業収益は、セグメント間の内部営業収益又は振替

高を含んで記載しております。なお、各セグメントの営業利益をセグメント利益としております。

また、第１四半期連結会計期間より、一部事業について報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同

期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

① 交通事業

交通事業では、当社の鉄軌道業において、当第２四半期連結累計期間における輸送人員は、沿線人口の増加

などにより、定期で1.8％増加、定期外で1.3％増加し、全体でも1.6％の増加となりました。

この結果、営業収益は、1,039億５百万円（同2.4％増）、営業利益は、188億８千４百万円（同8.0％増）と

なりました。

（当社の鉄軌道業の営業成績）

種別 単位
前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

28．４．１～28．９．30 29．４．1～29．９．30

営業日数 日 183 183

営業キロ程 キロ 104.9 104.9

客車走行キロ 千キロ 74,437 74,834

輸送人員

定期外 千人 231,644 234,659

定期 千人 355,453 361,960

計 千人 587,097 596,619

旅客運輸収入

定期外 百万円 37,847 38,370

定期 百万円 31,748 32,335

計 百万円 69,595 70,705

運輸雑収 百万円 6,874 7,026

収入合計 百万円 76,469 77,731

一日平均旅客運輸収入 百万円 380 386

乗車効率 ％ 52.0 52.3

（注） 乗車効率の算出方法 乗車効率 ＝
輸送人員

×
平均乗車キロ

× 100
客車走行キロ 平均定員

② 不動産事業

不動産事業では、当社の不動産販売業において、物件の販売収入が増加したことなどにより、営業収益は、

913億６千１百万円（同10.8％増）、営業利益は、204億１千１百万円（同29.7％増）となりました。

③ 生活サービス事業

生活サービス事業では、映像事業の㈱東急レクリエーションにおいて、ヒット作に恵まれた映画興行が堅調

に推移したことなどにより、営業収益は、3,441億２千９百万円（同1.9％増）、営業利益は、82億６千９百万

円（同19.0％増）となりました。
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④ ホテル・リゾート事業

ホテル・リゾート事業では、ホテル業の㈱東急ホテルズにおいて、高稼働を維持したことに加え、販売単価

も増加したことなどにより、営業収益は、539億５千万円（同2.1％増）、客室を中心としたバリューアップ施

策費用の増加等により、営業利益は、35億５千５百万円（同12.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、当社の有形固定資産の増加などにより、２兆1,858億８千４百

万円（前期末比372億７千８百万円増）となりました。

（負債）

負債は、有利子負債（※）が、9,689億９千４百万円（同45億９千６百万円増）となったことなどにより、１兆

4,749億４千万円（同47億１千６百万円増）となりました。

（純資産）

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上などにより、7,109億４千３百万円（同325億６千１百万

円増）となりました。

※ 有利子負債：借入金、社債、コマーシャル・ペーパーの合計

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日の公表値から変更はありません。

詳細につきましては、別途開示しております「2018年３月期 第２四半期 決算概況資料」をご参照ください。

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,500 38,156

受取手形及び売掛金 139,830 143,861

商品及び製品 14,975 14,856

分譲土地建物 40,453 40,521

仕掛品 7,264 11,343

原材料及び貯蔵品 6,838 7,064

繰延税金資産 7,814 7,358

その他 33,771 33,392

貸倒引当金 △901 △931

流動資産合計 290,545 295,623

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 720,125 727,074

機械装置及び運搬具（純額） 56,641 54,838

土地 683,067 690,729

建設仮勘定 120,547 129,851

その他（純額） 24,652 24,637

有形固定資産合計 1,605,034 1,627,131

無形固定資産 33,380 34,953

投資その他の資産

投資有価証券 141,580 151,074

退職給付に係る資産 7,147 7,313

繰延税金資産 6,593 6,678

その他 64,867 63,708

貸倒引当金 △543 △599

投資その他の資産合計 219,644 228,176

固定資産合計 1,858,060 1,890,260

資産合計 2,148,605 2,185,884
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 90,074 88,289

短期借入金 308,464 324,470

コマーシャル・ペーパー － 13,000

1年内償還予定の社債 8,000 16,000

未払法人税等 8,082 15,721

引当金 12,454 12,417

前受金 23,375 30,810

その他 119,303 105,516

流動負債合計 569,754 606,225

固定負債

社債 228,228 213,228

長期借入金 419,705 402,295

引当金 2,968 2,946

退職給付に係る負債 38,374 39,139

長期預り保証金 119,231 118,023

繰延税金負債 20,320 22,169

再評価に係る繰延税金負債 9,174 9,174

その他 42,385 42,912

固定負債合計 880,388 849,889

特別法上の準備金

特定都市鉄道整備準備金 20,080 18,825

負債合計 1,470,223 1,474,940

純資産の部

株主資本

資本金 121,724 121,724

資本剰余金 131,842 131,847

利益剰余金 383,565 415,037

自己株式 △29,696 △29,657

株主資本合計 607,436 638,951

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,366 15,523

繰延ヘッジ損益 △8 0

土地再評価差額金 8,388 8,388

為替換算調整勘定 4,787 3,520

退職給付に係る調整累計額 △6,663 △5,283

その他の包括利益累計額合計 20,871 22,149

非支配株主持分 50,074 49,842

純資産合計 678,382 710,943

負債純資産合計 2,148,605 2,185,884
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

営業収益 548,157 565,304

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 402,446 412,334

販売費及び一般管理費 101,273 101,516

営業費合計 503,720 513,850

営業利益 44,437 51,453

営業外収益

受取利息 110 86

受取配当金 587 618

持分法による投資利益 3,275 3,922

その他 2,788 2,749

営業外収益合計 6,762 7,377

営業外費用

支払利息 5,088 4,792

その他 2,271 2,424

営業外費用合計 7,360 7,216

経常利益 43,839 51,614

特別利益

固定資産売却益 422 739

工事負担金等受入額 138 179

特定都市鉄道整備準備金取崩額 1,255 1,255

その他 19 377

特別利益合計 1,835 2,551

特別損失

工事負担金等圧縮額 96 182

固定資産除却損 427 610

その他 261 513

特別損失合計 785 1,305

税金等調整前四半期純利益 44,889 52,859

法人税等 10,034 15,311

四半期純利益 34,855 37,547

非支配株主に帰属する四半期純利益 582 588

親会社株主に帰属する四半期純利益 34,272 36,959
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

四半期純利益 34,855 37,547

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,506 1,566

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △8,609 △1,578

退職給付に係る調整額 1,720 1,301

持分法適用会社に対する持分相当額 △747 △492

その他の包括利益合計 △10,141 797

四半期包括利益 24,713 38,344

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,508 38,237

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,795 107
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（公共施設等運営事業における運営権者の会計処理等に関する実務上の取扱いの適用）

「公共施設等運営事業における運営権者の会計処理等に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第35号 平

成29年５月２日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。

なお、当該変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 100,578 63,339 331,842 52,397 548,157 － 548,157

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

897 19,089 5,778 450 26,216 △26,216 －

計 101,475 82,428 337,620 52,848 574,374 △26,216 548,157

セグメント利益 17,479 15,741 6,950 4,073 44,245 192 44,437

（注）１．セグメント利益の調整額192百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 103,002 70,576 338,106 53,618 565,304 - 565,304

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

903 20,784 6,022 331 28,042 △28,042 －

計 103,905 91,361 344,129 53,950 593,347 △28,042 565,304

セグメント利益 18,884 20,411 8,269 3,555 51,121 332 51,453

（注）１．セグメント利益の調整額332百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、経営管理の観点から当社の個別財務諸表において、「その他事業」の

区分を新設し、従来「不動産事業」に区分していた生活サービス事業、ホテル・リゾート事業に関わる

事業を当該事業区分に変更しております。これに伴い、連結財務諸表の報告セグメント内においても、

一部事業について区分の変更をしております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法に基づき作成したものを記

載しております。

（重要な後発事象）

（重要な資産の譲渡）

当社及び当社の100％子会社であるマウナ ラニ リゾート（オペレーション）株式会社（12月決算会社）は、平成

29年５月12日開催の取締役会において決議した売買契約に基づき、平成29年８月１日に米国ハワイ州所在土地・建

物等の譲渡を完了いたしました。当該子会社における譲渡に伴い、翌四半期連結会計期間に特別利益等を約130億円

計上する見込みです。なお、当社保有資産の譲渡に伴う損益は当四半期連結損益計算書に計上済であり、当連結会

計年度における税金等調整前当期純利益は、合計で約150億円増加する見込みです。

   

- 9 -

東京急行電鉄㈱ (9005) 平成30年３月期 第２四半期決算短信




